
為替週間展望＝ドル円は上値の重い展開か

　　　　　　　　　　［８月３日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    7 月 27 日～ 7 月 31 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  105.99   106.16(27)    104.19(31)    104.37   -1.77

ユーロ・ドル  1.1641   1.1909(31)    1.1639(27)    1.1905   +0.0249

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    21,710.00    -1041.61     日本10年債利回り   0.015   -0.004

ダウ平均株価    26,313.65     -156.24     米10年債利回り     0.546   -0.043

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

３日　　中国７月財新製造業購買担当景気指数（ＰＭＩ）

　　　　スイス７月消費者物価指数

　　　　スイス７月ＳＶＭＥ購買担当者景気指数（ＰＭＩ）

　　　　独７月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏７月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　英７月ＣＩＰＳ製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米７月ＩＳＭ製造業景況指数、米６月建設支出

４日　　豪６月小売売上高、豪６月貿易収支

　　　　豪中銀（ＲＢＡ）政策金利

　　　　ユーロ圏６月生産者物価指数

　　　　米６月製造業受注

５日　　ＮＺ第２四半期雇用統計

　　　　独７月非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏７月非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　英７月ＣＩＰＳ非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏６月小売売上高

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

　　　　米７月ＡＤＰ雇用統計

　　　　カナダ６月貿易収支

　　　　米６月貿易収支

　　　　米７月ＩＳＭ非製造業景況指数

６日　　独６月製造業受注指数

　　　　英中銀（ＢＯＥ）政策金利

　　　　米新規失業保険申請件数

７日　　日本６月勤労者世帯家計調査

　　　　中国７月貿易収支

　　　　日本６月景気動向指数速報値

　　　　独６月貿易収支、独６月経常収支、独６月鉱工業生産指数

　　　　米７月雇用統計　

　　　　カナダ７月雇用統計

　　　　カナダ７月Ｉｖｅｙ購買部協会指数

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】７月のＦＯＭＣでは現在の緩和的なスタンスに目立った変更はな

く、緩和策は株高につながり、円も売られやすくなって、ドル円の方向を大きく変える

ことはないとみられる。このため、ドル円は現在の１０６～１０７円台を中心とする推

移が継続するとした。
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【ドル全面安の流れが継続】

　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）で低金利政策が継続して、潤沢なドル資金供給が

続くとの見方から、７月下旬以降はドル売りの動きが継続してきた。そうした中、米連

邦準備制度理事会（ＦＲＢ）は２８日に新型コロナ対策のために打ち出した緊急資金供

給プログラムを当初の９月末前後までから１２月末まで延長すると発表した。

　　

　ドル円は週明けの７月２７日に１０６円近辺でスタートした後も、ドル売り円買いの

動きが継続して、２８日には一時１０５円を割り込んだ。その後も上値重く推移してお

り、３１日には１０４円台前半まで下落している。

　　

　７月２８～２９日に米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では、ゼロ金利政策および量

的緩和策を維持することを決めた。大方の予想通りの結果となった。声明やパウエル議

長の記者会見で、緩和策が長期化するとの見方が広がり、その後もドル売りに傾いてお

り、ドル全面安の様相を呈している。

　　

　パウエル議長は記者会見で、新型コロナウイルスの感染拡大による個人消費や雇用回

復の遅れに関して強い懸念を表明した。可能な限りの手段を活用する意向を示してお

り、次回以降の会合では一段の対策を検討する可能性を示唆した。

　　

　新型コロナウイルスの感染者数は世界でも日本でも増加の一途であり、収束に向かう

気配は見られない。各国の株価は高値から下落しており、リスク回避の円買いにつなが

りやすくなっているようだ。なお、そうした中でも新型コロナウイルスのワクチン開発

への期待感などは株価の下支えになると期待されている。

　　

　米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による緩和策の継続や潤沢なドル資金供給を背景に

ドル売りの動きが継続している。一方で円は買われやすい地合いとなっており、ドル円

は上値の重い流れを見せている。ドル売りの流れを背景にユーロドルやポンドドルは上

昇基調で推移している。８月第１週は米雇用統計などの注目度の高い経済指標が数多く

発表されるが、予想から上振れしてもドル買いの動きは限定的となりそうだ。こうした

中、ドル円は上値の重い展開が続くとみられる。ドル円の目先の予想レンジは、１０

３．００～１０６．００円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、３日に米７月ＩＳＭ製造業景況指数、米

６月建設支出、４日に米６月製造業受注、５日に米ＭＢＡ住宅ローン申請件数、米７月

ＡＤＰ雇用統計、米６月貿易収支、米７月ＩＳＭ非製造業景況指数、６日に米新規失業

保険申請件数、７日に日本６月勤労者世帯家計調査、日本６月景気動向指数速報値、米

７月雇用統計などがある。

　　

【ユーロ買いドル売りの流れが継続】

　２４日に発表されたドイツやユーロ圏の７月の製造業、非製造業の購買担当者景気指

数（ＰＭＩ）が予想から上振れするなど、ユーロ圏での経済指標は改善を見せるものが

多いことやドル売りの影響でユーロドルは上昇基調で推移している。

　　

　ユーロドルは２９日に２０１８年９月２４日の高値１．１８１５以来となる１．１８

台乗せの動きを見せた。さらに上昇を続けて３１日には１．１９ドルの節目に乗せてい

る。テクニカル面からはさすがに過熱感も台頭しつつあり、利益確定の売りに押されや

すい場面もみられそうだ。ただ、ドル全面安の地合いが続く中、さらに上値を追う展開

が見込まれる。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．１７００～１．２０００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、３日に中国７月財新製造業購買担当景気指

数（ＰＭＩ）、スイス７月消費者物価指数、スイス７月ＳＶＭＥ購買担当者景気指数

（ＰＭＩ）、独７月製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏７月製造業ＰＭＩ確報値、英７月Ｃ

ＩＰＳ製造業ＰＭＩ確報値、４日に豪６月小売売上高、豪６月貿易収支、豪中銀（ＲＢ

Ａ）政策金利、ユーロ圏６月生産者物価指数、５日にＮＺ第２四半期雇用統計、独７月

非製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏７月非製造業ＰＭＩ確報値、英７月ＣＩＰＳ非製造業

ＰＭＩ確報値、ユーロ圏６月小売売上高、カナダ６月貿易収支、６日に独６月製造業受

注指数、英中銀（ＢＯＥ）政策金利、７日に中国７月貿易収支、独６月貿易収支、独６



月経常収支、独６月鉱工業生産指数、カナダ７月雇用統計、カナダ７月ＩＶＥＹ購買部

協会指数などがある。
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